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『思考力・判断力・表現力の育成』
つけたい力を明確にした算数科の授業づくりを通して

Ｉ研究の内容
１研究目標

算数科における子どもたちの学習状況の把握やそれに基づいた指導計画や指導方
法の改善を継続的にすることによって、子どもたちの思考力・判断力・表現力の育
成をはかる。

２研究の内容
（１）子どもたちの思考力・判断力・表現力についての学習状況の把握と分析
（２）思考力・判断力・表現力を育成する算数科の授業実践
３具体的実践
○「小数のわり算を考えよう」５年志村美貴緒教諭
○「およその数で表そう」４年山宮将仁教諭
○「かたちあそび」１年小林みずほ教諭
○ブロック内授業研究その他全担任教諭

Ⅱ成果と課題
思考力・判断力・表現力の育成を研究テーマに掲げての２年目となり、つけたい力を
明確にし、具体的に設定して授業づくりをすすめる中で、多くの成果と課題を得ること
思考力・判断力・表現力の育成を研究テーマに掲げての２年目となり、つけたい力を
確にし、具体的に設定して授業づくりをすすめる中で、多くの成果と課題を得ること
できた。以下、その概要を記す。
思考力・判断力・表現力」を育てる授業
「思考力・判断力・表現力を育てる授業というのは、どのような授業か？」という

問いの答えは、この２年間で、以下の４点が実感されたと言える。
①知識技能の『習得とそれらを活用する学習活動』。
②数式の説明をするなどの『言語活動｣。
③疑問や課題を解決していく『課題解決的な学習』。
④“なぜ？'，“どういうこと？,，など、「イメージ」と「対話」を根幹とした『学
び合い』。

また、算数科では、以下の２点が実感されたと言える。
①根拠を明らかにして筋道を立てて考える。（演鐸的、帰納的、類推的など）
②言葉や数、式、図、表、グラフ、具体物、半具体物などを用いた思考・判断・
表現活動。

これらは、それぞれが独立して存在しているのではなく、１時間の授業を成立させ
ていく上で支えとなりうる柱となっている。１時間の授業の中でこれらのうちの何本
が柱だてされているかはまちまちであるが、少なくともこれらの柱は、必ず１本は存
在している。よって、来年度は、このような整理の中で６本の柱を意識して、１時間
の授業の中にはこれらの柱を立て、授業の骨組みを構想すればよい。

｢つけたい力を明確にした授業」
私たちの昨年度までの実践研究の成果として、“つけたい力を明確にした授業づく
りが肝心,’であり、“子どもたちの具体的な姿としてとらえることが肝心,，であるこ
とを実感し、本年度のテーマにその文言を付加して取り組んできた。「思考力・判断
力・表現力」を、日々の授業の中で具体的にどう設定するのかは、授業づくりの根幹
となり、いや応なく授業者に求められることとなる。授業者のこの設定が暖昧であれ
ばあるほど、授業も、そのふりかえりも、その改善も暖昧になり、思考力・判断力・
表現力の育成には至れないことが認識された。何よりも、この力をつけたいと自分た
ちがこだわって取り組んだことには、子どもたちの力の高まりを実感している。
本年度は、授業案の【４思考力・判断力・表現力などに関わって】の箇所で、つ
けたい力を明確にし、【単元の目標】や、【本時の目標】、【見取りの視点】にも明確
に位置づけてきた。それにより、各単元で目指す知識や技能、各単元で具体的に育成
できそうな思考力・判断力・表現力を明確に意識して授業実践を行うことができた。
加えて、子どもたちの実態の明確な捉えの重要性についても認識できた。つけたい力
をはっきりすることで、目標を達成している子どもたちの具体的な姿のとらえが求め
られ、授業のふり返りが明確になっていった。本年度は、力の育成結果についても明
らかになってきている。また、その多くは力の高まりが実感されている。授業構想の
意図、方法、評価方法、実態の捉えが具体的になった研究実践のふり返りが中心にな
ってきてもいる。こうした成果を来年度にもつなげ、課題点も念頭において取り組み
を継続していきたい。
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Ⅲ成果物
本年度の授業研究においても以下のような気づきを得ることができた。来年度におい
ても新たな気づきを重ねていき、研究テーマに迫る実践を日常の授業に生かせるように
していきたい。ここには紙面の関係で一部を掲載する。
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（昨年度・本年度の授業研究の振り返りから）
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（１）から（63）項目まであるが、今回は途中を掲載。（研究主任小河順一）

1０－ 




